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様式  8 

〔学校部門〕                                                             ［概要版報告書］ 

助成番号 助成事業名 学校名 

2020-7210-007 水田灌漑の歴史を題材とした異文化理解教育

に向けて 

独立行政法人 国立高等専門学校機構 

熊本高等専門学校 

校長名 荒木 啓二郎 担当教諭名 山崎 充裕 

過去の助成実績  なし  あり〔助成番号：      助成事業名：           〕 

キーワード 異文化理解教育、水田灌漑、世界の水問題 

対象児童生徒 高校生（ 年   名） 中学生（ 年  名） 小学生（ 年   名）                       

対象河川名 菊池川、白川 活動場所の指定状況 
なし 子どもの水辺 水辺の楽校 

年間学習計画（シラバス）における本助成事業の位置づけ 

テーマ  ：  

ねらい  ：  

評価の観点：  

活動時期 ：  

活動形態 
総合的な 

学習の時間 

各教科学習 

（   ） 

各教科学習 

（   ） 
学校行事 

その他 

（    ） 
合計 

上記の 

活動時間数 
時間 時間 時間 時間 時間 時間 

支援者等（複数記入可） 

保護者 外部小学校 外部中学校 外部高校 外部大学 市民団体 専門家等 

河川管理者 行政機関（博物館、資料館）等 関係団体（漁協、農協）等 企業 その他 

支援概要 熊本の湧水調査実践者からの専門知識の提供を受けた。 

活動成果 

発表形態 成果作品 

学級単位 学年単位 学校全体  

対外発表（             ） 

安全対策に関する課題 

現時点では、具体的な課題を認識していない。 

活動の成果と今後の課題・展開 

国際社会では河川が複数の国家間を流れていることから、水問題が国家間の紛争の原因となっている。一方、熊本 

では、農業用水の分水（水田灌漑）において、円形分水（稲作の水田面積に応じて水を分ける装置）および番水（順 

番に従って引水する制度）により紛争を防いできた歴史がある。また、熊本の水道水源は100％地下水である。 

本事業では、この点に着目した異文化理解教育を展開する。特に、本事業における高専生が留学生および小中学生 

を対象とするワークショップを実践する中で、熊本の文化、歴史に関する認識を深め、世界の水問題解決に向け行動

を起こす態度を育成する。 

 

 本年度の活動における成果は、以下の３点である。 

① 阿蘇谷周辺の湧水を現地視察し、熊本における水田灌漑の歴史や仕組みに関する教材化を行った。 

（10月5日、6日、7日実施） 

② 試行的に小中学生11名を対象としたフィールドワーク体験学習を実施し、小中学生の反応を確認した。 

（11月7日実施（10月30日、11月2日、4日 現地観察と教材の作成）） 

③ 試行的に高専2年生5名を対象としたフィールドワーク体験学習を実践し、次年度以降に実践する留学生および

小中学生を対象とするワークショップに向けた準備を開始した。(3月5日実施) 

 

 フィールドワークを通じて実際に湧水を試飲することにより熊本が世界有数の水資源に恵まれていることを認識す

るとともに世界の水問題について考える取り組みに関して手応えを感じた。次年度は、高専生約120名を対象とする

教育プログラムとして実践する予定である。 



 

様式13 

〔学校部門〕 共通                                                               ［活動写真］ 

助成番号 助成事業名 学校名・学校長氏名 

2020-7210-007 
水田灌漑の歴史を題材とした異文化理解

教育に向けて 
熊本高等専門学校・荒木啓二郎 

 

フィールド：竹崎水源（南阿蘇村） 

日 付 ：2020年11月7日（土） 

コメント： 

小中学生12名を対象としたフィールドワークを試行的に 

実施した。湧水を試飲しながら、熊本が豊かな水資源に恵 

まれていることを認識した。 

 

 

    

フィールド：舟の口水源（山都町） 

日 付 ：2020年11月7日（土） 

コメント： 

岩壁から湧き出す湧水が滝となって落ちる姿を見学した。 

 

 

 

 

 

フィールド：弊立神社（山都町） 

日 付 ：2020年11月7日 

コメント： 

湧水巡りにおいて、水神様として祀られている神社を見学し、 

生活における水の歴史について学習した。 

 

 

 

 

フィールド：黒川第二発電所（大津町立野） 

日 付 ：2021年3月5日 

コメント： 

水力発電所近隣の河川の様子を観察し、熊本の河川に関する 

認識を深めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

フィールド：矢護川公園（大津町矢護川） 

日 付 ：2021年3月5日 

コメント： 

過剰な窒素肥料や畜産廃棄物の施肥による硝酸性窒素汚染 

が熊本県の地下水の近々の課題であることの認識を深めた。 

 

 

 

 

 

 


